
気象予報士が考える
『宇宙天気キャスター』が活躍する未来

宇宙天気プロジェクトマネージャ

斉田季実治



『1分間宇宙天気プレゼン』

宇宙にも天気がある！



地上天気（＝天気予報）
地上から飛行機が飛ぶくらいの高さ（約10㎞）

国際宇宙ステーション（約400㎞）で気にする天気は？

気象庁ＨＰより



宇宙天気の嵐 太陽フレア

放射線・強烈な光線 CME(コロナ質量放出) 磁気嵐・オーロラ

宇宙天気予報センターHPより



宇宙天気のさまざまな影響

宇宙飛行士等
の被ばく

人工衛星
の障害

送電施設
のトラブル

短波通信
の障害

GPS機能
の誤差増大

航空機
の航路変更



宇宙開発に欠かせないのは

宇宙天気だ！



2021/10/29 0:30 大規模太陽フレア発生（X1.0クラス）
10/29   1:40 太陽フレアに関する臨時情報（NICTメール配信）
10/29   4:00 プロトン現象に関する臨時情報（NICTメール配信）

10/29 14:15 NICTプレスリリース
「太陽面で大型のXクラスフレアを観測」

10/29 18:00頃ニュース番組で報道
・SNS等の検索ランキングで「太陽フレア」が上位に。
・正確ではない情報も多かった。

10/31 19:15頃 CMEが地球周辺に到達した（2日+19時間後）

「正しく怖がる」ことが重要

宇宙天気の現状
「無関心」又は「過剰な反応」



予報内容が
難しい

どう活用
する？

①わかりやすく
解説する

宇宙天気キャスター

②様々な分野に
翻訳する

宇宙天気インタプリタ
③認知度の向上や普及

研究 社会

情報通信研究機構（NICT）
宇宙天気予報センター

宇宙天気プロジェクト



気象予報士試験の目的

具体的には、気象予報士として、以下を認定すること
を目的とします。

１．今後の技術革新に対処しうるように必要な気象学
の基礎的知識
２．各種データを適切に処理し、科学的な予測を行う
知識および能力
３．予測情報を提供するに不可欠な防災上の配慮を適
確に行うための知識および能力

サイエンスコミュニケーターとしての役割



8つの災害
大雨
台風
雷
竜巻
猛暑
大雪
地震
火山

＋
宇宙天気



現在の宇宙天気予報

「7」項目

太陽フレア

プロトン現象

地磁気擾乱

放射線帯電子

電離圏嵐

デリンジャー現象

スポラディックE層

宇宙天気予報センターHPより



現在の宇宙天気予報 宇宙天気予報センターHPより



宇宙天気と気象警報

太陽フレア

プロトン現象

地磁気擾乱

放射線帯電子

電離圏嵐

デリンジャー現象

スポラディックE層

大雨

洪水

暴風

波浪

高潮

大雪

暴風雪

同じ7種類だけど…
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宇宙天気キャスターの実現にむけて

気象警報（気象庁）7項目
「大雨」「洪水」「暴風」「波浪」
「高潮」「大雪」「暴風雪」

宇宙天気予報（NICT宇宙天気予報センター）
「太陽フレア」「プロトン現象」
「地磁気擾乱」「放射線帯電子」
「電離圏嵐」「デリンジャー現象」
「スポラディックE層」

文字から何が起きるのか想像できる

一般の人には馴染みがないワード

社会インフラや健康への影響（GPS精度・電力網・航空機など）
をレベル化した表現にし「行動に役立つ」情報発信が必要

放送制作検討：菊池さん

デザイン検討：江頭さん

気象キャスターの斉田と
宇宙天気情報のイメージ



行動に役立つ情報へ （参考：風の強さと吹き方 気象庁）



天気予報と宇宙天気の歴史
西暦 天気予報の歴史 西暦 宇宙天気の歴史

開
始

1875東京気象台で気象業務を開始

1883天気図の配布開始

1884毎日3回全国の天気予報を発表（天気予報の開始）

精
度
の
向
上

1942１か月予報の実施（長期予報の開始）

1949 宇宙環境に関わる予報および警報の配信

1959数値予報を開始

1974ＡＭｅＤＡＳの運用開始

1978静止気象衛星GMS（ひまわり）の観測開始

1980降水確率予報の開始

1988 宇宙天気の予報業務が開始

1994第１回気象予報士試験

1996 宇宙天気予報センターの設立

行
動
に
直
結

2005土砂災害警戒情報の発表開始

2008異常天候早期警戒情報、竜巻注意情報の提供開始

20095日先までの台風進路予報の発表開始

2013特別警報の運用開始

2015静止気象衛星ひまわり８号による観測開始

2017
早期注意情報（警報級の可能性）
大雨・洪水警報の危険度分布の発表開始

2018気象庁防災対応支援チーム（JETT）の創設 2020 科学提言のための宇宙天気現象の社会への影響評価



5日先までの早期注意情報
（警報級の可能性）

防災行動計画「タイムライン」
いつ・誰が・どのように・何をするか あらかじめ決めておく

気象庁ＨＰより



リアルタイム危険度分布『キキクル』
（土砂災害・浸水・洪水）

雨量の予報を災害の予報に翻訳

気象庁ＨＰより



2020年～ABLab宇宙天気プロジェクト始動

宇宙天気の普及➡宇宙天気キャスターの養成

宇宙人クラブ「3分宇宙天気」

2022～2023年

地上波の天気予報の一部となる

2025年

11年周期の太陽活動極大期ピーク
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近い将来

・車の自動運転、ドローン配送などＧＰＳ利用拡大

・宇宙旅行の本格化による被ばく

宇宙天気キャスターは、大災害が発生する前に実現したい
放送制作検討：菊池さん

デザイン検討：江頭さん

気象キャスターの斉田と
宇宙天気情報のイメージ

宇宙天気キャスターの実現にむけて



宇宙天気インタプリタ構想
20

様々な分野に必要な宇宙天気インタプリタ

ABLabには多様メンバ，例えば，
・宇宙分野，法律分野，医療分野・・・

宇宙

ステークホルダ

直接影響 航空 測位 通信 電力 精密

間接影響 防災
ライフ
ライン

全産業

生活

行政



宇宙天気ユーザー協議会 アウトリーチ分科会

予報内容が
難しい

どう活用
する？

①わかりやすく
解説する

宇宙天気キャスター

②様々な分野に
翻訳する

宇宙天気インタプリタ
③認知度の向上や普及

研究 社会

情報通信研究機構（NICT）
宇宙天気予報センター

広く一般に向けた情報展開の方策や宇宙天気の学びの場の整
備、および宇宙天気情報の社会での活用について検討を行う。



募集

ABLab宇宙天気プロジェクトでは，「宇宙天気キャスター」や
様々な分野で活躍する「宇宙天気インタプリタ」の候補者を募
集中です．

https://ablab.space/


